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〇三宅島支援者の集い

　12 月 13 日 ( 土 )、19：

00 ～ビストロおきみくら

にて支援者の集いを行い

ます。参加される方は、事

務局までご連絡ください。

〇第 37 回世話人会

　９月６日 (土 )18：30 ～

巣鴨ルノアールにて世話

人会を行います。宜しくお

願い致します。

〇青空フェスタ

　10 月 5 日 ( 日 )、神楽坂

青空フェスタに三宅島物

産展を出店予定です。

【三宅島ふるさとネット事務局】

　郵便番号：173-0005

　住所：板橋区仲宿 25-6

　電話：03(3963)5678

　FAX：03(3963)5697

　担当：栗原

事務局便り

「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://miyake-furusato.net

ご支援ありがとうございます
 

ご
寄
付
の
お
願
い
に
対
し

て
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か

ら
貴
重
な
多
く
の
ご
寄
付
と

激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
宅
島
の
２
０
０
０
年
噴

火
災
害
も
14
年
の
長
き
に
お

よ
び
、
少
な
く
な
っ
た
と
い

え
、
い
ま
だ
火
山
ガ
ス
警
報

が
連
日
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
負
け
る
こ

と
な
く
私
た
ち
三
宅
島
島
民

は
、
全
国
の
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
再
生
・
復
興
の
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご

支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Ａ
も
新
会
長
に
引
き
継
が

れ
新
た
な
紙
面
づ
く
り
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ

ま
の
善
意
が
つ
づ
き
ま
す

よ
う
！
福
士
敬
子
様

ご
活
躍
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。
山
下
文
子
様　

前
田
玄
様
、
平
田
節
子
様
、

沼
田
恭
子
様
、
山
崎
美
貴
子

様
、
中
村
俊
江
様
、
青
谷
知

己
様
、
佐
藤
就
之
様
、
（
株
）

キ
タ
ジ
マ
様
、
遠
藤
芙
美
子

様
、
倉
持
房
枝
様
、
古
舘
秀

也
様
、
小
曽
ス
ミ
子
様
、
竹

澤
美
穂
子
様
、
吉
野
文
雄
様
、

今
井
家
子
様
、
四
谷
信
子
様
、

吉
田
信
行
様
、
司
法
過
疎
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
様
、

吉
永
和
恵
様
、

※
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
続
き
は
紙
面
の

都
合
で
次
号
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

噴火
から 14年たち、記憶の

風化が心配される中、ふる
さとネットの呼びかけに多く
のご寄付が寄せられた。寄せ
られた善意は復興半ばの島民
の支えになるもので、心よ
り感謝申し上げます。

寄せられた多くの善意

会
長
さ
ん
は
じ
め
、
皆
々

様
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念
に

涙
が
溢
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
（
帰
れ

ぬ
老
夫
婦
よ
り
）
元
郵
便

局
長
、
三
宅
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長　

平
松
尚
志

様い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
中
村
聖
子
様

少
な
い
で
す
が
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。
香
川
澄
子
様

三
宅
村
坪
田
で
業
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
伊
豆
大
島

に
避
難
し
（
坪
田
に
帰
れ

な
い
ま
ま
）
、
こ
の
た
び

健
康
を
害
し
て
横
浜
に
転

居
し
、
通
院
し
て
い
ま
す
。

司
法
書
士
星
野
秀
人
様

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｄ
Ｔ
Ｐ

・・・・・ ご
寄
付
と
と
も
に
届
い
た
声

他
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

三
宅
島
マ
リ
ン
ス
コ
―
レ
は
、
８
月
２
、
３
日
に
第
20
回
目
を
阿
古

で
開
催
し
た
。
主
催
は
商
工
会
、
噴
火
災
害
中
か
ら
浅
沼
基
会
長
（
神

着
・
利
八
屋
店
主
）
が
地
産
地
消
な
ど
陣
頭
指
揮
を
し
て
支
え
て
き

た
が
今
年
で
引
退
。
今
回
か
ら
長
谷
川
一
也
氏
に
引
き
継
い
だ
。

9 回目出場の八丈島フラ・グループ、ありがとう !

・
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「
お
い
で
く
だ
さ
い　

夏

の
三
宅
へ
」
前
号
で
来
島
を

呼
び
か
け
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
８
月
12
日

読
売
新
聞
夕
刊
１
面
ト
ッ
プ

で
山
村
英
隆
記
者
が
、
６
月

は
昨
年
比
で
観
光
客
が
１
割

近
く
増
、
光
が
見
え
て
き
た

と
報
じ
た
。
帰
島
直
後
に
も

同
紙
の
平
し
の
記
者
が
ト
ッ

プ
扱
い
で
、
三
宅
を
紹
介
し

励
ま
し
て
く
れ
た
。
感
謝
！

感
謝
で
す
。

　

こ
の
新
報
も
都
庁
記
者
ク

ラ
ブ
23
社
に
手
配
り
郵
送
も

１
０
０
通
を
超
え
る
。
村
も

帰
島
10
周
年
イ
ベ
ン
ト
を
早

く
決
め
、
「
都
庁
記
者
ク
ラ

ブ
」
で
記
者
会
見
な
ど
し
て

発
信
力
強
化
が
望
ま
れ
る
。

　

三
宅
支
庁
の
平
成
25
年
度

「
管
内
概
要
」
か
ら
農
業
、

水
産
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

紹
介
す
る
。

・
農
業

　

上
に
掲
載
し
た
円
グ
ラ
フ

は
、
三
宅
村
村
勢
要
覧
（
平

成
25
年
３
月
）
に
よ
る
。
噴

火
災
害
以
前
は
、
「
ア
シ
タ

バ
は
、
伊
豆
諸
島
最
大
（
国

内
最
大
）
の
産
地
」
。
帰
島

後
復
旧
で
99
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
と
農
道
等
が
復
旧
さ
れ

農
業
戸
数
１
１
８
戸
、
販
売

農
家
45
（
内
主
業
６
、
準
主

業
２
、
副
業
37
）
、
自
給
的

農
家
は
73
。
農
家
人
口
は
、

総
数
83
。

　

ア

シ

タ

バ
、

赤

芽

イ

モ
、

切

り

花

等

市

場

出

荷

中

生

産

額

は
、

約

２
億
８
千
２
０
０
万
円
。
新

た
な
特
産
品
と
し
て
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

・
水
産
業

　

水
産
業
で
は
、
カ
ツ
オ
、

マ
グ
ロ
、
キ
ン
メ
ダ
イ
な
ど

魚
類
の
水
揚
が
噴
火
災
害
前

と
同
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
テ
ン
グ
サ
や
貝
類

な
ど
の
磯
根
資
源
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
、
回
復
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

三
宅
島
の
平
成
24
年
の
漁

獲
量
は
、
１
８
７
ト
ン
で
あ

る
が
避
難
前
の
平
成
11
年
の

漁
獲
量
５
１
３
ト
ン
に
対
し

て
漁
獲
量
の
平
均
は
、
約

１
８
５
ト
ン
、
４
割
に
満
た

な
い
。
24
年
の
登
録
漁
船
は
、

１
６
０
隻
数(

20
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
13)

、
４
９
９
・

81
ト
ン
。
若
手
育
成
が
カ
ギ
。

昨
年
よ
り
来
島
者
が
増
加

　平素より、ふるさとネットの
ホームページをご覧いただき誠
にありがとうございます。
　この度、使いやすく、わかり
やすく情報をお届けできますよ
うに、ホームページを新しくし
ました。トップページの URL が
変わっておりますのでブック
マークされている方は、変更を
お願いします。
　今後とも、よろしくお願いし
ます。
http://miyake-furusato.net

ネットのＨＰを更新

農業の主力であるアシタバ

　

未
だ
復
興
半
ば
の
三
宅
島
だ
が
、
観
光
客
は
昨
年

よ
り
も
１
割
多
く
な
っ
た
。
ま
だ
噴
火
以
前
に
戻
っ

て
い
な
い
農
業
や
水
産
業
で
も
新
た
な
取
り
組
み
が

見
ら
れ
る
中
、
村
は
、
明
る
い
兆
し
を
逃
さ
ぬ
よ
う
、

帰
島
10
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
内
容
を

早
く
決
め
、
発
信
を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

望まれる 帰島 10周年イベントの発信
観光産業に光が見える中で

更新されたトップページ

三
宅
支
庁
「
管
内
概
要
」
よ
り

漁獲量が増えているキンメダイ



三宅島新報第５３号 (3) ２０１４年９月１日

鶴吉さんの構成・演出で
チャリティーイベント賑やかに

　

「
が
ん
ば
ろ
う
ふ
る
さ
と
～
完
全
復
興　

三
宅
島
・
東
日
本
・

伊
豆
大
島
～
」
と
銘
打
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
、

８
月
17
日
に
新
宿
で
開
催
さ
れ
た
。
構
成
・
演
出
を
手
掛
け

た
鶴
吉
さ
ん
の
日
本
舞
踊
や
、
鶴
吉
さ
ん
と
今
井
芳
継
さ
ん

の
ロ
ッ
ク
と
の
共
演
な
ど
、
多
く
の
出
演
者
に
よ
る
演
目
が

披
露
さ
れ
、
会
場
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
た
。

多彩な出演者

による楽しい

ステージ

鶴
吉
さ
ん
の
円
熟
の
舞
踊

　

「
が
ん
ば
ろ
う
ふ
る
さ
と

～
完
全
復
興　

三
宅
島
・
東

日
本
・
伊
豆
大
島
～
」
は
、

８
月
17
日
の
17
時
半
か
ら
新

宿
区
角
筈
区
民
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
主
催
で

あ
り
舞
踊
家
の
鶴
吉
さ
ん
が

「
せ
め
て
歌
や
踊
り
で
頑
張

る
た
め
の
力
に
な
り
た
い
」

と
い
う
思
い
で
開
い
た
も
の

で
、
会
場
入
口
で
は
三
宅
島

や
東
北
の
特
産
品
の
即
売
会

も
行
わ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
１
部
で
は
平

野
華
尚
さ
ん
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
鶴
吉
さ
ん

の
日
舞
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
守

の
郷
七
ヶ
宿
・
副
理
事
長
の

N
a
n
c
y

榎
戸
さ
ん
と
佐
藤

会
長
の
復
興
に
関
す
る
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
た
。

　

２
部
で
は
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
鶴
吉
さ

ん
の
日
舞
と
今
井
芳
継
さ
ん

の
ロ
ッ
ク
の
融
合
な
ど
を
披

露
。
２
部
の
終
盤
に
は
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
舞
台
か
ら
降

り
募
金
箱
を
持
っ
て
廻
る
と

い
う
取
り
組
み
も
あ
り
、
後

日
ネ
ッ
ト
に
も
ご
寄
付
。

　

そ
の
後
会
場
に
い
る
全
員

で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、

イ
ベ
ン
ト
は
幕
を
閉
じ
る
予

定
だ
っ
た
が
、
ア
ン
コ
ー
ル

の
声
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た

た
め
、
鶴
吉
さ
ん
が
「
お
て

も
や
ん
」
を
披
露
。
再
び
会

場
を
沸
き
立
た
せ
た
。

　

終
了
後
に
佐
藤
就
之
ふ
る

さ
と
ネ
ッ
ト
会
長
は
、
「
被

災
地
を
忘
れ
ず
に
支
援
し
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
災
害
の
風
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

今
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
関

し
て
鶴
吉
さ

ん

は
、
「

会

場
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
の
喜
ぶ

顔
が
見
ら
れ

て
よ
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、

義
援
金
も
多

く
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
聞
き
、
少
し

は
役
に
立
て
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
古

典
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
演
歌
に
合
わ
せ
て
踊
っ

た
り
洋
舞
を
取
り
入
れ
た
り

す
る
こ
と
で
お
客
様
が
楽
し

め
る
よ
う
な
工
夫
を
し
た
と

い
う
。
最
後
に
披
露
し
た
「
お

て
も
や
ん
」
も
ラ
テ
ン
調
の

被災地元気づけるための活動

「これからもできる限り」

ア
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

　

鶴
吉
さ
ん
は
、
災
害
に

よ
っ
て
辛
い
思
い
を
し
て

き
た
多
く
の
人
た
ち
の
も

と
を
訪
ね
、
踊
る
こ
と
に

よ
っ
て
元
気
づ
け
た
い
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

こ
の
活
動
を
始
め
、
10
年

以
上
続
け
て
い
る
。

　

「
こ
の
よ
う
に
長
い
間

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、

佐
藤
会
長
を
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
方
に
協
力
を
し
て

も
ら
っ
た
お
陰
で
す
」
と

活
動
を
す
る
う
え
で
出
会

い
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

を
話
す
鶴
吉
さ
ん
。
最
後

は
、
「
こ
れ
か
ら
も
踊
り

続
け
ら
れ
る
限
り
こ
の
よ

う
な
活
動
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
締
め
く

く
っ
た
。

イベント終了後取材に応
じてくださった鶴吉さん
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

　

三
宅
島
に
約
半
世
紀
暮
ら

し
、
魚
類
学
者
と
し
て
世
界

的
に
有
名
だ
っ
た
「
ジ
ャ
ッ

ク
さ
ん
」
こ
と
ジ
ャ
ッ
ク
・

Ｔ
・
モ
イ
ヤ
ー
博
士
は
、
「
海

は
楽
し
く
面
白
い
、
海
は
す

ば
ら
し
い
、
そ
し
て
、
海
は

大
切
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
、
１
９
９
６
年

か
ら
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち

を
集
め
て
三
宅
島
で
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
日
本
の
海
洋
環

境
教
育
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

２
０
０
０
年
の
噴
火
の

年
、
１
０
０
名
以
上
の
子
ど

も
た
ち
が
、
三
宅
島
で
海
洋

生
物
の
学
び
が
で
き
る
こ
と

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、

５
泊
６
日
（
船
中
１
泊
）
、

小
学
５
年
か
ら
18
歳
ま
で
の

異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
、

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
ス
キ
ン

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
技
術
を
習
得

し
、
魚
類
、
底
生
生
物
、
サ

ン
ゴ
な
ど
を
観
察
す
る
、
ま

た
、
御
蔵
島
周
辺
に
生
息
す

る
ミ
ナ
ミ
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

の
行
動
生
態
を
学
び
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
に
日
に

潜
れ
る
よ
う
に
な
り
、
観
察

す
る
目
が
養
わ
れ
、
図
鑑
で

調
べ
、
魚
類
研
究
者
顔
負
け

で
魚
類
を
特
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

５
日
間
で
島
の
自
然
を
満

喫
し
、
最
後
の
日
に
は
涙
を

流
し
な
が
ら
「
ま
た
、
来
る

ね
！
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
通

り
、
毎
年
通
っ
て
く
る
子
ど

も
た
ち
が
多
く
、
彼
ら
は
三

宅
島
の
虜
に
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
中
に
は
、
島
に
移
り

住
ん
だ
人
、
魚
類
研
究
者
を

目
指
し
た
人
、
指
導
の
手
伝

い
手
と
な
っ
て
来
て
く
れ
る

人
な
ど
、
島
の
自
然
に
魅
せ

ら
れ
、
島
を
愛
す
る
人
が
多

く
い
ま
す
。

ま
し
た
が
…
。

　

三
宅
島
は
、
自
然
が
豊
か

な
島
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
こ
の
島
の
魅
力
を

紹
介
し
て
い
く
活
動
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

三
宅
島
を
訪
れ
る
観
光
客

が
昨
年
比
で
１
割
近
く
増

え
、
島
の
観
光
産
業
が
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復

の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る
の

は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
本
紙
の
２
面
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

農
業
や
水
産
業
な
ど
は
、
ま

だ
噴
火
前
の
状
況
に
戻
っ
て

い
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
も
よ

い
方
向
に
向
か
う
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

編
集
後
記

富賀浜でも実施

長
太
郎
池
で
行
わ
れ
た
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
96
年
か
ら

モイヤー博士の遺志を引き継いで
オーシャンファミリー海洋教室　多くの子どもたちが参加

　

１
９
９
６
年
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
Ｔ
・
モ
イ
ヤ
ー
博
士
が
全
国
に

先
駆
け
、
三
宅
島
で
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
海
洋
教
室

を
始
め
た
。
噴
火
に
よ
り
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、

２
０
０
８
年
に
再
開
し
た
。
そ
の
教
室
を
主
催
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
海
洋
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
の

海
野
佳
子
さ
ん
に
、
活
動
の
状
況
等
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

避
難
中
は
、
こ
の
ス
ク
ー

ル
を
沖
縄
、
佐
渡
島
、
他
の

伊
豆
七
島
で
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
火
山
ガ
ス
の
影
響
が

少
な
く
な
っ
た
２
０
０
８
年

か
ら
、
三
宅
島
で
防
災
教
育

も
取
り
入
れ
て
再
開
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
ス

ク
ー
ル
の
創
設
者
モ
イ
ヤ
ー

博
士
は
避
難
中
に
亡
く
な
り

【連絡先】

NPO 法人オーシャンファミリー

海洋自然体験センター

電話：046-876-2287

URL：http://oceanfamily.jp/

E-mail：info@oceanfamily.jp

噴
火
の
年
も
１
０
０
人
が
予
定

避
難
中
は
沖
縄
等
で


